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現在の教育には，主体的・対話的で深い学びを実現することが求められている。グループ学

習をメインにしたアクティブラーニング型授業を実践することにより，この学びを実現し，思

考力，表現力，知識の活用力，課題解決能力を高めることができるであろう。
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ア 対象 第 2 学年 理系 （A 組 37 名，B 組 39 名，C 組 42 名，D 組 41 名）

イ 単位数 5 単位（週あたり 5 時間，年間 175 回）（C 組は 4 単位）

ウ 指導方法

通常の講義中心の授業の他に，以下の 2 手法のアクティブラーニング型授業を取り入れた。

（ア）グループワークを取り入れたアクティブラーニング型授業

4 名程度のグループを作り問題演習を行う。グループ内で互いに教え合いながら課題

を解決する。全員が課題を解決できるようになることを目標として取り組ませる。

（イ）ジグソー法を取り入れたアクティブラーニング型授業

 4 名程度のグループを作り，グループ毎に割り当てられた問題を解き，模範解答を作

成してメンバー全員が理解する。次に，各問題グループから１名ずつ入るようにグル

ープを組み替え，そのグループ内で自分の担当した問題の解答・解説を行なう。

エ 教材

（1） 「化学基礎」（実教出版）

（2） 「化学」（実教出版）

（3） 「サイエンスビュー 化学総合資料」（実教出版）
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（ア） 自力では課題を解決できない生徒も，グループ内の他のメンバーに質問しながら課題を

解決することができていた。単に解答を写すのではなく，意味を理解しながら解答できて

いた。また，教える側の生徒も，解答方法を自分が理解できるだけでなく他の生徒に教え

理解できるように説明を工夫することで，その分野における理解がさらに深まっていた。

この取り組みによって，普段の学習も意欲的に取り組むようになり，授業でもよく質問す

るようになった生徒が増えた。

（イ） 生徒は担当した問題を他の生徒に説明できるようにならなければいけないので，難しい

課題であっても積極的に取り組み，協力して課題を解決しようとする姿が見られた。また，

（ア）では教わる側だった生徒も，こちらでは教える側となり，他の生徒が理解できるよ

うな説明ができるよう努力をしていた。

どちらの方法でも，生徒同士で教え合わせることで活発な対話が生まれ，教員が教える以上

に主体的で深い学びが実現された。
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世界が急激に変化していく中，これからの社会を担っていく高校生に，日本に留まらず世界

へと視野を広く持ってほしい。そのため，JICA 研修生の方々と交流をすることによって，生

徒たちが世界の現状と課題についての理解を深め，国際協力の必要性について考えることがで

きるであろう。

ί２ὸ ܱោ

ア 対象

本校１学年生徒 279 名

イ 日時・場所

日時 平成 20 年 2 月 14 日（水）13：30～15：30

場所 本校１年Ａ～Ｇ教室（７会場）

ウ 実施内容

①JICA 研修生 13 名［10 カ国（インド，スリランカ，タンザニア，パキスタン，バング

ラデシュ，フィジー，フィリピン，ブラジル，ベトナム，ネパール）］による自国のプ

レゼンテーション

②本校生徒による日本文化のプレゼンテーション

③研修生と本校生徒による交流

エ 事前指導

白幡英語Ⅰの授業で以下のような準備を行った。

①英語でのプレゼンテーションの進め方や，PowerPoint スライド作成上の注意点を英語で

学ぶ。

②５人グループに分かれ，各グループごとに決めた日本に関するテーマについてインター

ネットや書籍を利用して調べる。

③英語の発表原稿と PowerPoint スライドを作成する。

④クラスごとに授業内でそれぞれのグループがプレゼンテーションを行い，評価の高かっ

た 4 グループを選ぶ。

⑤JICA 研修生の出身国についての概要を読み，質問してみたいことを英語でまとめる。

オ 当日の活動

各教室に教員を配置したが，生徒が主体となり，以下のように活動を進めた。

①各クラスの国際交流委員が JICA の研修生２名を教室に誘導する。

②委員が司会進行を務め，研修生の紹介をする。

③本校生徒の２グループ１０名が，自分たちで決めた日本に関するテーマについて

PowerPoint を用いながら英語で発表し，研修生からの質問に答える。

④JICA の研修生１名が出身国の地理や歴史，文化，宗教，生活について紹介し，生徒は事

前に用意しておいた質問や，発表を聞き思いついた質問をする。

休憩をはさみ，上記②～④の活動を本校生徒の残りの２グループともう１名の JICA 研修

生について同様に行う。

⑤本校生徒から謝辞を述べ，記念品贈呈，記念写真撮影を行う。

カ 当日の活動の様子

本校生徒は，日本の四季や生活習慣，和食・和菓子，伝統芸能・祭，漢字・ひらがな，

漫画やアニメなどを高校生の視点から紹介し，研修生は熱心に耳を傾けてくれた。JICA 

研修生からは，普段高校生が気に留めないような点についての質問もあり，生徒は返答に

詰まる場面もあったが，発表の担当ではない生徒たちも積極的に参加していた。自分たち

とは異なる視点からの質問で，日本について改めて考える機会を持つことができたようだ。

 JICA の研修生によるプレゼンテーションでは，各々の国の文化や料理，歴史，地理，宗

教，生活習慣などについて熱心に話してくださった。普段の授業で耳にしている英語の発

音，本校 ALT の発音とは異なる発音であったため，英語だけで理解するのは難しかったよ

うだった。しかし写真や動画も用いたパワーポイント資料を準備してくれていたため，興
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味深い発表であった。質疑応答の時間は，あらかじめ準備しておいた質問だけでなく，プ

レゼンテーションを聞く中で思いついて質問も出され，充実した時間となった。

   また，休み時間中に多くの生徒が積極的に JICA の研修生と会話をし，交流を深めるこ

とができていた。

キ 事後指導

   生徒たちがメモを取った記録用紙と，事後に記入させた感想文を提出させた。担任や英

語科教員で目を通し，気づいたことを生徒たちに還元した。
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・ あまり自分の馴染みのない国のことを知れたのはとても新鮮でした。国ごとに食べ物や文

化・祭り・宗教などが違うことを知ることのできた良い機会だったと思いました。意外と自

分が知っていると思い込んでいる国でも，実は知らないことが多いということに気付くきっ

かけとなりました。

・ 日本の文化について調べていくことで，改めて日本の素晴らしい部分を認識することがで

きた。また，研修員の方々の話を直接聞くことで，世界各国の価値観や考え方の違いを実感

することができた。

・ 普段インターネットなどのメディアを通して僕たちが見ている世界は，ほんの一部に過ぎ

ないと感じた。視野を広げて物事を見たり考えたりすることがとても重要で，そのような前

向きの姿勢を大切にしたい。

・ 英語で発表することばかりに意識が向いてしまいがちだったが，聞いてくれている人たち

の反応を見ながら声の大きさや話す速さを変えたり，スライドを送るタイミングを工夫する

ことも，相手に理解してもらうには大切だと思った。

・ 今回の交流活動で，自分の英語力の無さを痛感した。話したいのに話せないこと，話を聞

  きたいのに何を言っているのか分からないことにショックを受けた。英語の授業に一生懸命

  取り組むのはもちろん，自分がこれまでおろそかにしてきた Speaking や Listening にも頑   

  張って取り組んでいきたい。
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多くの生徒が事前の準備・練習から当日の発表・進行まで熱心に取り組んできた。一連の活

動の中で，自身の英語力や日本文化についての知識，異文化理解について改めて考えることが

できたと思われる。

英語を用いてコミュニケーションができたという生徒がいる一方，今まで慣れ親しんだ発音

とは違っていたこともあり，思うようにできなかった生徒もいる。そのいずれにとっても今回

の活動はもっと英語を使えるようになりたいという強い動機付けになったようだ。

研修生の出身国は，多くの生徒にとってあまり馴染みのない国で，生活習慣や文化は日本と

異なる部分が多く，生徒たちは興味を持って耳を傾けていた。自分たちの思い描いている異文

化というものが一部の先進諸国のものであり，いかに偏っているかを実感したようだ。グロー

バル化する社会では広い視野を持つことが必要だということを理解でき，有意義な活動となっ

た。

今回の国際交流活動を通して，異文化理解や英語によるコミュニケーション活動などに対す

る生徒の意識に大きな変容をもたらすことができた。生徒にとってより一層強い動機付けにな

るよう，次年度以降も工夫を重ね継続していきたい。
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